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健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名  龍野    

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

 管内２市２町のうち、２市１町では高齢化率が県平均を上回ってい

るとともに、６５歳以上高齢者のうち要介護認定者数が占める割合も

県平均以上となっている。 

 今後はさらに少子高齢化が進む傾向にあると予測されるため、高齢

者の低栄養予防を中心とした健康寿命延伸や介護予防のための取組を

行う必要性が高い。 

今年度の 

推進方策 

・高齢者の介護度の重度化を予防するため、通所介護サービス事業所等で

の食育取組や、地域団体・関係団体が実施する食に関連した介護予防活動

等が充実できるよう、必要な支援や情報提供を行う。 
・通所介護事業所での給食を教材として高齢者が日々の食事を整えられる

よう、給食の質の向上を図るための支援を行う。 

成 果 

・会議における意見交換で、若い世代に参加を促す方法について具体

的事例が挙げられ、各市町での取組の参考となった。 

・通所介護サービス事業所の給食内容の向上に関する考え方および手

法の一つを整理することができ、地域の食環境整備を進める足がかり

となった。 

今後の 

方向性 

・市町関係課等と地域課題の共有化と連携した取組について継続して

情報共有し、連携方法等を検討する。 

・通所介護サービス事業所（入所施設併設・通所単独）における高齢

者の低栄養予防について、効果的な取組方法を検討する。 

 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 平成３１年２月２０日 １０：００～１２：００ 

参 集 者 

（団体数 

及び人数） 

市町：食育担当主管課、福祉関係課、農業関係課、環境関係課、 

教育委員会、商工関係課 

県 ：農林振興事務所、健康福祉事務所      １６機関 ２２名 

協議内容 
①各市町の食育推進計画と推進状況及び課題 
②地域課題の共有化と連携した取組について 

今後の 

方策 

・地域課題の共有化 

・関係機関等と連携した取組の検討、協働体制の確立 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 高齢者の介護度重度化予防のための食育取組の充実 

対象及び 

参加者数 

①モデル事業所関係者    ２名 

②モデル事業所利用者  １５０名 

③モデル事業所関係者    ３名 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

H.30.6.13 

13:00～14:00 

 

やすらぎ 

介護センター 

【協議】 

(1)給食内容の向上にむけて 

・献立作成基準の検討 

・上記基準による給食の実施期間

と評価方法 

(2)利用者への健康教育について 

宍粟市社会福祉協議会 

やすらぎ介護ｾﾝﾀｰ、

龍野健康福祉事務所 

H.30.10.20～ 

     10.26 

 (計6日間) 

 

やすらぎ 

介護センター 

【健康講話】 

(1)健康紙芝居 

 「合い言葉は  

さあ、にぎやかにいただく」 

(2)今日の献立説明 

  献立に使っている食材をグル 

ープ別に分類 

やすらぎ介護ｾﾝﾀｰ、

龍野健康福祉事務所 

H.31.2.25 

14:00～15:00 

 

やすらぎ 

介護センター 

【協議】 

(1)献立作成基準により提供した 

給食内容の評価 

(2)利用者への健康教育の評価 

やすらぎ介護ｾﾝﾀｰ、

龍野健康福祉事務所 

宍粟市社会福祉協議会 

成 果 

【成果】 

・協議した献立作成基準による給食実施では、食事バランスガイドＳＶ数

では果物以外は概ね適正範囲内が提供されており、献立作成上も無理が

なかった。 

・栄養価計算結果では微量栄養素が適正範囲外となる日が少なくないが、

平均値ではいずれも適正範囲内。食事バランスガイドによる栄養量概算

と食品成分表による栄養価計算の比較では日差があるものの、平均する

と誤差は非常に小さくなることから、栄養士未配置施設において食事バ

ランスガイドに基づく献立作成基準の使用は有効であると考えられる。 

・健康講話に対する利用者や家族の反応はあまりなかったが、１１月以降

も献立説明が続けられており、職員の意識・行動変容がみられた。 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

指標：①栄養バランスのとれた給食が提供できる 

   ②主食、主菜、副菜がそろった食事をするための意識啓発を行う 

   ③給食がバランスのとれた食事の教材になることを理解する高齢

者を増やす 

目標値及び達成状況：①基準との差±３０％以内 → 許容差の範囲内 

           ②健康教育１回以上実施 → ６回実施 

           ③健康教育後の聞き取り等 → 変化なし 

今後の課

題 

・栄養士未配置の通所介護事業所での給食内容向上と食育取組方法の検討 

・入所者への栄養管理が優先される入所施設併設の通所介護事業所におけ

る、通所者への食育実施方法の検討 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 



≪平成３０年度 健やか食育実践活動≫ 
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【実施日】平成 30 年 6 月 13 日（水） 

【場 所】やすらぎ介護センター（宍粟市） 

【内 容】体制整備のための協議 

  (1)デイサ－ビスセンターの給食内容の向上にむけて 

    ・利用者に適した献立作成基準の検討 

    ・上記基準に基づく給食実施期間と評価方法 

  (2)利用者への健康教育について 

【実施日】平成 30 年 10 月 20 日～10 月 26 日（6 日間） 

【場 所】やすらぎ介護センター 

【内 容】 

(1)健康紙芝居「合い言葉は さあ、にぎやかにいただく」 

  (2)今日の献立説明 

    ～使っている食材がどのグループになるか、確認してみましょう～ 

↑「食事バランスガイド」の

食事量の目安をもとに献立

作成基準を検討 

『地域高齢者等における配食の機会を通じた健康支援の推進について』(H29.3.30) 

 地域高齢者の低栄養予防など良好な栄養状態を維持する観点から、地域高齢者の食

生活を支援する手段の一つとして配食事業を通じた社会環境の整備に取り組む 

 

 地域高齢者の元へ栄養管理された食事を届ける ⇒ 配食サービス 

 地域高齢者が栄養管理された食事の元へ出向く ⇒ 通所介護サービス事業所の食事 

  

 いずれも食事を媒体として地域高齢者の健康支援を行う考え方であると整理し、通

所介護サービス事業所の給食の向上を実践活動の柱とした 

○食事バランスガイドを活用した献立組み合わせ例

【SV】 1日 6日間 やすらぎ介護センターの献立パターン：２日間同一献立×３回　で、６日間（月～土）の昼食提供
主食 1.5 9 　　このことから、 1日目・2日目
主菜 2 12 3日目・4日目　　　を同じSV構成にする
副菜 2 12 5日目・6日目
牛乳・乳製品 0.5 3
果物 0.5 3

組み合わせ例①＜基本形＞
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 合計

副菜

牛乳・
乳製品

果物

0.5 0.5

主食

主菜

3

3

12

0.51

0.5 0.5

2

2

1.5

2

2

1.5

2

2

1

0.5

1.5

2

2

1.5

2

2

1.5 1.5

2

2

0.5

0.5

12

9



 

※デイだより 11 月号で健康教育の内容を紹介、利用者家族等へも啓発 

  第３回 

 

 

                               

                                            

 

 

 

 

 

 

 

～まとめ～ 

 

【実施日】平成 31 年 2 月 25 日（月） 

【場 所】やすらぎ介護センター（宍粟市） 

【内 容】体制整備のための協議 

  (1) 献立作成基準により提供した給食内容の評価 

    ・実施給与栄養量およびSV数と目標量の比較 

(2)利用者への健康教育の評価                        

食事バランスガイドを基に設定した献立作成基準では、SV数では果物以外は概

ね適正範囲内が提供されており、栄養価計算結果においても平均値ではいずれも

適正範囲内であった。このことから、栄養士未配置施設において、食事バランス

ガイドに基づく献立作成基準の使用は有効であると考えられる。 

 健康講話に対する利用者や家族の反応はあまりみられなかったが、１１月以降

も献立説明が続けられており、職員の意識・行動変容がみられた。 

他の栄養士未配置施設についても、今年度の取組を基本に各々の施設の実情に

合わせて調整することにより介入可能と考えられるが、入所者への栄養管理が優

先される入所施設併設の通所介護事業所における通所者への食育実施方法につい

ては、引き続き検討していく必要がある。 

給与栄養量計算
ｴﾈﾙｷﾞｰ たんぱく質 脂　質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝＡ ﾋﾞﾀﾐﾝＢ1 ﾋﾞﾀﾐﾝＢ2 ﾋﾞﾀﾐﾝＣ 食塩相当量 たんぱく質 脂　質 炭水化物

(kcal) (g) (g) (g) (mg) (mg) (㎍RAE) (mg) (mg) (mg) (g) (%ｴﾈﾙｷﾞｰ) (%ｴﾈﾙｷﾞｰ) (%ｴﾈﾙｷﾞｰ)

目標量 617 20.0 16.7 80.0 233 2.3 267 0.4 0.4 33
平均値 781 30.7 25.5 102.6 190 3.3 226 0.3 0.4 37 4 15.3 28.5 53.8
中央値 721 27.1 19.5 96.4 168 3.1 218 0.3 0.4 32 3.9 15.0 25.3 56.4
最小値 605 19.7 11.2 77.9 125 2.1 104 0.2 0.2 18 2.6 12.2 15.6 36.1
最大値 1099 71.5 47.1 139.8 414 5.3 406 0.8 0.6 69 4.7 26.0 47.6 69.8

月 日

食事バランスガイドSV提供数
月 日 主食 主菜 副菜 牛乳・乳製品 果物

平均 1.7 1.7 1.9 0.4 0.2
目安 1.5 2 2 0.5 0.5


